
仏

師

快

慶

と

法

然

―

中
世
職
工
人
研
究
の
新
視
点
―

青

木

淳

一

は
じ

め

に

十
六
世
紀
、
宗
教
改
革
の
推
進
者

マ
ル
テ
ィ
ソ
・
ル
タ
ー
は
、
そ
の

布
教
活
動
に
際
し
て
ド
イ
ツ
ル
ネ
サ
ソ
ス
を
代
表
す
る
画
家

ル
カ
ス
・

ク
ラ
ナ
ー

ハ

(
一
四
七
二
～

一
五
五
三
)
を
し
ば
し
ぼ
重
用
し
た
。
教
会

の
権
門
体
制
化
を
批
判
し
、
見
世
物
化
し
た
聖
遺
物
崇
拝
を
否
定
す
る

な
ど
ル
タ
ー
の
思
想
は
急
速
に
民
衆
社
会

へ
と
浸
透
し
て
い
く
。
両
者

が

こ
の
革
新
的
な
思
想
と
信
仰
と
に
よ

っ
て
強
く
結
ば
れ
て
い
た
こ
と

は
言
う

ま
で
も
な
い
。
ク
ラ
ナ
ー

ハ
は
ル
タ
ー
の
求
め
に
応
じ
、
有
名

な
ド
イ

ッ
語
版
聖
書
の
挿
絵
や
教
会
の
祭
壇
画
、
ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
ル

タ
ー
の
肖
像
画
を
製
作
し
た
が
、
多
く
の
伝
導
者
た
ち
に
と

っ
て
こ
う

し
た
画
家
や
彫
刻
家
な
ど
の
職
能
民
た
ち
と
の
親
密
な
関
係
は
、
民
衆

と
の
接
点
を
創
作
す
る
場
面
に
極
め
て
重
要
な
意
味
を
も

っ
て
い
た
。

わ
が
国
で
も
同
様
の
関
係
は
、
特
に
中
世
の
宗
教
者
と
職
能
民
た
ち

と
の
密
接
な
関
係
を
し
ば
し
ば
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
例
を
あ

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
四
巻
第
二
号

平
成
八
年
三
月

げ
る
と
、
治
承
四
年

(
一
三
八
○
)
一

二月
に
平
家
の
焼
討
ち
に
遇

っ
た

東
大
寺

の
復
興
造
営
で
は
、
重
源
と
い
う
大
勧
進
職
を
中
心
と
し
て
、

数
多

の
勧
進
聖
や
仏
師

・
絵
仏
師

・
番
匠

・
鋳
物
師

・
石
工
な
ど
の
職

能
集
団
に
よ
り
編
成
さ
れ
た
巨
大
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
中
で
も
運
慶
と
な
ら
び
称
さ
れ
る
仏
師
の
快
慶
は
み

ず
か
ら
、
夷

阿
弥
陀
仏
と
称
す
る
な
ど
重
源

の
信
仰

に
私
淑
し
、
東
大

寺
は
も
と
よ
り
重
源
が
伊
賀

・
播
磨

・
局
野
山
な
ど

に
創
設
し
た
別
所

に
多
く

の
仏
像
を
製
作
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

二

快
慶

の
後
半

生

と
初

期
浄

土

宗
関

係

の
造

像

し
か
し
な
が
ら
建
仁

三
年

(
一
二
〇
三
)
の
東
犬
寺
総
供
養
を
契
機
と

し
て
東
大
寺
の
復
興
造
営
は
終
息

へ
向

い
、

元
仁
元
年

(
一

二〇
六
)
に

重
源
が
入
寂
す
る
と
こ
の
職
能
民
た
ち
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
も
次
第

に
解

体
し
て
い
っ
た
。
そ
の
後
の
快
慶
は
、
天
台
僧
義
空
の
開
創
し
た
京
都

大
報
恩
寺
や
天
台
座
主
慈
円
の
要
請
に
よ
る
青
蓮
院
熾
盛
光
堂

の
造
仏

二
六
三
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仏
師
快
慶
と
法
然

(青

木
)

な
ど
に
参
画
す
る
が
、
そ
の
背
後
に
い
か
な
る
宗
教
的
共
同
体
や
勧
進

組
織
が
関
係
し
た
か
は
定
か
で
な
い
。

と

こ
ろ
が
、滋
賀
・玉
桂
寺
阿
弥
陀
如
来
像
な
ど
初
期
浄
土
宗
関
係
の

造
像
例
が
相
次
い
で
確
認
さ
れ
る
に
及
ん
で
そ

の
作
行
き
が
い
ず
れ
も

安
阿
弥

(快
慶
)
様
を
示
し
、
ま
た
い
ず
れ
の
作
例
も
逆
修
あ
る
い
は
物

故
者
の
追
善
供
養
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
な
ど
の
特
色
が
見
ら
れ

る
。
す

な
わ
ち
こ
れ
ら

二
連
の
共
通
点
が
見
い
だ
さ
れ
る
背
景
に
は
初

期
浄
土
宗
教
団
と
仏
師
快
慶
と
が
教
団
に
よ
る
造
像
の
必
要
性
と
い
う

意
味
に
お
い
て
極
め
て
密
接
な
関
係
に
あ

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
(
1
)

そ

こ
で
小
稿
で
は
、
以
下
の
初
期
浄
土
宗
関
係
の
造
像
例
の
特
色
を

紹
介
す

る
こ
と
を
通
じ
て
、
そ

の
背
後
に
あ
る
教
義
的
な
事
情
、
あ
る

い
は
従
来
語
ら
れ
る
こ
と

の
な
か

っ
た
中
世
教
団
と
職
能
民
と
の
関
係

に
つ
い
て
、
い
く

つ
か
の
所
論
を
提
起
し
て
み
た
い
。

三

造

像

の
背
景

―
法

然

の

「像

造

起
塔

」
論

―

法
然
が
そ
の
主
著

『選
択
本
願
念
仏
集
』
に

「若
夫

レ
以
造
像
起
塔

ヲ
而
為

タ
マ
ハ
バ
本
願

ト
者
、
貧
窮
困
乏

ノ
類

ハ
定
デ
絶

タ
ン
往
生

ノ

望
ヲ
、
然

ル
ニ
富
貴

ノ
者

ハ
少

ク
貧
賎

ノ
者

ハ
甚
ダ
多

シ
」
と
、
古
代

的
な
慣
習
と
し
て
の
造
像
起
塔
な
ど

の
作
善
信
仰
に
対
す
る
批
判
を
掲

げ
た
こ
と
は
、
結
果
的
に
多
く

の
民
衆
を
引
き
付
け
る
ひ
と

つ
の
契
機

と
な

っ
た
。
(
2
)

現
存
ま
で
に
初
期
浄
土
宗
教
団
に
よ
る
造
像
例
と
し
て
、
奈
良

・
興

二
六
四

善
寺
、
(
3
)

滋
賀

・
玉
桂
寺
、
(
4
)

阿
弥
陀
寺
、
(
5
)

京
都

・
大
念
寺

の
阿
弥
陀
如
来

像
な
ど
が
知
ら
れ
る
が
、
(
6
)

い
ず
れ
も
来
迎
印
を
結
ぶ
三
尺
の
立
像
で
、

そ
の
胎
内
に
は
夥
し
い
数
の
結
縁
交
名
が
発
見
さ
れ
る
と
い
う
共
通
点

は
、
い
わ
ば
初
期
浄
土
宗
教
団
が
勧
進
を
通
じ
て
造
像
結
縁
を
信
仰
者

た
ち
に
す
す
め
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら

一
連
の
造

像
が
快
慶
あ
る
い
は
そ
の
弟
子
の
長
快
に
よ
り
造
像
さ
れ
て
い
る
こ
と

の
背
景
に
は
重
源
を
介
し
て
、
法
然
浄
土
宗
と
快
慶

一
門
と
の
密
接
な

関
係
が
推
測
さ
れ
よ
う
｡

ま
た
建
久
年
間
に
快
慶
に
よ
り
造
立
さ
れ
た
京
都

・
遣
迎
院
阿
弥
陀

如
来
像
の
結
縁
交
名
ば
、
中
世
東
大
寺
や
高
野
山
な
ど
の
勧
進
組
織
に

よ

っ
て
募
縁
が
な
さ
れ
た
も
の
で
、
藤
原
通
憲

・
九
条
兼
実

・
葉
室
行

隆
な
ど
法
然
と
関
係
の
深
い

一
族

一
門

の
名
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
法

然
を
中
心
と
す
る
初
期
浄
土
宗
教
団
の
信
仰

者
た
ち
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

と
、
重
源
ら
勧
進
集
団
の
外
護
者
た
ち
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
が
同
心
円

上
に
リ
ソ
ク
し
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
と

こ
ろ
と
な

っ
た
。
(
7
)

四

結

語

―

重
源

の
役
割

り
―

中
世
仏
教
の
展
開
を
考
え
る
場
合
、
そ

の
成
立
基
盤
に
東
大
寺
復
興

造
営
の
勧
進
職

の
果
し
た
役
割
は
少
な
く
な

い
。
重
源
の
犬
勧
、進
職
就

任
に
つ
い
て
も

『法
然
上
人
行
状
絵
図
』
で
は
法
然
、
ま
た

『紙
衣
謄
』

で
は
栄
西
に
よ
る
委
譲
説
を
掲
げ
て
い
る
。

い
ず
れ
の
説
も
そ
の
実
態

は
定
か
で
な
い
が

『
三
長
記
』
(建
永
元
年
六
月
一
九
日
条
)
に
は
、
法
然
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教
団
が
興
福
寺
衆
徒
よ
り
念
仏
停
止
を
朝
廷
に
告
訴
し
た
事
件

(元
久

の
法
難
)
に
際
し
て
朝
廷
は
そ

の
判
断
に
苦
慮
し
、
「先
ず
衆
徒
の
奏

状
を
以
て
、

一
旦
勧
進
上
人
の
重
源
に
諮
問
し
、
そ
の
陳
情
を
以
て
ま

た
興
福
寺
に
問
は
る
べ
し
」
と
い
う
松
殿
基
房

の
意
見
が
み
え
る
。
(
8
)

し

か
し
な
が
ら
重
源
は
こ
れ
に
先
立

つ
六
月
五
日
に
八
六
才

の
高
齢
で
他

,界
し
、

法
然
や
そ
の
門
弟
の
多
く
は
刑
に
処
さ
れ
る
と

こ
ろ
と
な

る

が
、
こ

の
記
事
の
背
景
に
は
法
,然
と
重
源
と
の
関
係
を
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
。

ま
た
、
快
慶
の
よ
う
な
仏
師
は
と
も
か
く
、
多
く
の
職
能
民
と
の
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
を
広
げ
る
大
勧
進
重
源
に
と

っ
て
、
武
士
や
漁
師

・
遊
女

な
ど
、
そ
の
職
能
性
が

「悪
」
と
み
な
さ
れ
た
人
々
の
救
済
は
重
要
な

課
題
で
あ

っ
た
。
仏
教
的
な
戒
律
観
か
ら
発
生
し
た
こ
の
罪
障
観
は
こ

う
し
た
職
能
民
た
ち
の
避
け
ら
れ
ざ
る

「
罪
」
の
存
在

に
対
す
る
手
当

て
の
必
要
性
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
以
上
、
小
稿
で
は

法
然
な
ど
に
よ
る
鎌
倉
新
仏
教
教
団
の
教
義
形
成
の
底
流
に
こ
う
し
た

職
能
民
た
ち
の
救
済
と
い
う
テ
ー
マ
が
横
た
わ

っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
て
今
後

の
中
世
職
工
人
研
究
の
新
た
な
視
座
の

一
端
に
位
置
付
け
て

考
え
て
み
た
い
。

1

か
つ
て
三
宅
久
雄
氏
は
鎌
倉
時
代
の
来
迎
形
の
阿
弥
陀
像
の
受
容
を
め

ぐ
り
そ
の
背
後
に
法
然
と
快
慶
の
関
係
を
推
測
す
る
が
(「快
慶
と
来
迎
阿

弥
陀
三
尊
像
」
講
談
社
刊

『日
本
美
術
全
集
』
第
一
〇
巻
)、
小
稿
で
は
さ

ら
に
快
慶
作
例
に
み
ら
れ
る
像
内
納
入
品
の
分
析
を
通
じ
て
両
者
に
み
ら

仏
師
快
慶
と
法
然

(青

木
)

れ
る
勧
進
募
縁

の
形
態
や
外
護
者

の
相
互
関
係
な
ど

の
共
通
点

を
取
り
上

げ
、
法
然
と
快
慶

の
密
接
な
関
係
を
よ
り
積

極
的

な
立
場

か
ら
支
持
す
る
。

2

『
選

択
本

願
念

仏
集
』
第

三
。
法

然
の
造
像
起
塔
論

に

つ
い

て

は
拙
稿

「西
山
証
空

上
人
に
お
け
る
造
像

の
研
究
(

―
京
都
府

乙
訓
郡

・
大
念
寺

阿
弥
陀
如
来

立
像

の
造
像

を
め
ぐ

つ
て
―
」
(『
西
山
学
会
年
報
』
第
二
号
)
。

3

約
千

五
百
名

の
結
縁
交

名
。
法
然

・
證
空
等

の
消
息
紙
背

に
記
さ
れ
た

も

の
。

堀
池
春
峰

「興
善
寺
蔵
法
然
上
人
等
消
息
並
び

に
念
仏

結
縁
交
名

状

に

つ
い
て
」

(
『
仏
教
史
学
』
第
十
巻
三
号
)
参
照
。

4

約

四
万

五
千
名

の
結
縁
交
名
。
建
暦

二
年

(
一
二一

二
)
法

然

の
追
善

の
た

め
弟
子

の
源
智
が
発
願

し
た
も

の
。
伊
藤
唯
真

『
浄
土
宗

の
成
立
と

展
開
』

(吉

川
弘
文

館
刊
)
参
照
。

5

約
四
千

二
百
名

の
結
縁
交
名
。
快
慶

の
弟
子
行
快
作
。
造
像
勧

進
に
は

京
都

・
大
報
恩
寺

や
浄

土
宗
諸
行
本
願
義

の
人

々
が

関

係

し

た
。
拙

稿

「
滋
賀

・
阿

弥
陀
寺
阿

弥
陀
如
来
像

の
結
縁
交
名
」

(『
印
度
学

仏

教

学
研

究
』
第

四
三
巻

二
号
)
参
照
。

6

約
四
百
名

の
結
縁
札

・
結
縁
交
名
。
法
然

の
弟
子
証
空
な
ら

び
に
後
鳥

羽
上
皇

の
息
子
道

覚
法
親

王
に
よ
る
結
縁
造
像
。
註

2
論
文
参

照
。

7

約

一
万

二
千
名

の
結
縁
交
名
。
拙
稿

「
快
慶
作
遣
迎
院
阿
弥
陀
如
来
像

の
結
縁
交
名
。
―
像
内
納

入
品
資
料

に
見

る
中
世
信
仰
者

の

「結
衆
」

と

そ

の
構
図
―
」

(『
仏
教
史
研
究
』
第
三
五
巻
二
号
)
、

同

「
重
源

と
栄

西

―
京
都
市

・
遣
迎
院
阿
弥
陀
如
来
立
像

へ
の
結
縁
を

め
ぐ

っ
て
―
」

(
『宗

教

研
究
』
第
六
八
巻
第

四
号
)
、

同

「
東
大
寺
僧
形
八
幡
神
像

の
結
縁
交

名
―
造

像
を
中
心
と
し

た
中
世
信
仰
者

の
結
衆
と
そ

の
構
造
―
」

(
『密
教

図
像

』
第

一

二号
)
参
照
。

8

田
村

円
澄

「
重
源
と
法
然
」
(
同
氏

『
日
本
仏
教
史
』
3
所
収
)
参
照
。

本
研
究

は
平

成
七
年

度
文
部
省
科
学
研
究
費

〈
奨
励
研
究
〉

に
よ

る
成
果
発

表

の

一
部
で
あ
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

快

慶
、
法
然
、
結
縁
交

名
、
勧

進
、
職
能
民
と
信
仰

(
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
)

二
六
五
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